
くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[健康健康健康健康づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○よくなっている指標

・健康寿命（65歳から完全に自立して生活できる年数）

男性 16.6年(全国11位)［H14］→ 17.117.117.117.1年年年年(全国13位)［［［［H21H21H21H21］］］］

女性 19.7年(全国36位)［H14］→ 20.220.220.220.2年年年年((((全国全国全国全国30303030位位位位))))［［［［H21H21H21H21］］］］・男女とも健康寿命は伸びており、女性は全国順位も上昇しています。
・がん検診受診率

乳がん 15.5％(全国36位)［H16］ → 22.222.222.222.2％％％％((((全国全国全国全国32323232位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］

胃がん 16.0％(全国39位)［H16］ → 27.627.627.627.6％％％％(全国39位)［［［［H22H22H22H22］］］］

肺がん 8.5％(全国44位)［H16］ → 18.618.618.618.6％％％％(全国44位)［［［［H22H22H22H22］］］］

大腸がん 15.0％(全国30位)［H16］ → 24.124.124.124.1％％％％((((全国全国全国全国29292929位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］

子宮頸がん18.9％(全国35位)［H16］ → 22.622.622.622.6％％％％(全国39位)［［［［H22H22H22H22］］］］・各検診の全国順位は横ばい、低下のものもありますが、受診率は全て上昇しています。
・喫煙率（順位は低い順）

24.2％(全国3位)［H16］ → 18.218.218.218.2％％％％((((全国全国全国全国2222位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・様々な禁煙対策等の取組により全国的にも低い喫煙率となっています。
・総合型地域スポーツクラブ設置数

16クラブ<8市町>(全国44位)［H18］→ 51515151クラブクラブクラブクラブ<33<33<33<33市町村市町村市町村市町村>(>(>(>(全国全国全国全国22222222位位位位))))［［［［H23H23H23H23］］］］・県スポーツ支援センターを設置し、設立・育成に努めたこと等から大幅に増加しています。
○変化が見られない指標、低下している指標

・1人あたりの老人医療費（順位は低い順）
82.1万円(全国27位)［H18］ → 85.7万円(全国26位)［H21］・他の都道府県と同様に老人医療費は増加しており、全国水準より若干高くなっています。

・特定健康診査受診率

24.0％(全国40位)［H20］ → 23.6％(全国42位)［H21］・受診時間がない、自分は健康と思っている人が多いこと等の理由で受診率は低下しています。

93.478.2 69.8 83.1 88.2 95.4 98.8 95.1 97.6 89.389.5 86.9 89.9 93.7 95.6 98.8 98.0 96.4 95.5 93.2
50.070.090.0

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 全体
（％） 男 女自らの健康のために取り組んでいることがある人の割合（出典：平成22年度 なら健康長寿基礎調査）若い世代の特に男性が少ない

巡回歯科健診

主な指標の動き

47.3 46.938.248.650.656.0 61.2 39.1
50総合型地域スポーツクラブ数 特定健診受診率介護予防事業参加率高齢者就業率糖尿病医療機関受診割合健康寿命（男性）健康寿命（女性）1人当たり老人医療費 22位

30位 5位
26位
13位 40位 28位42位
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施策の内容

目標に向けた状況

１．みんなで取り組む健康づくりの推進

２．健康診査の受診促進、こころの健康づくり

「奈良県がんと向き合う日 県民大会」の開催、

大型商業施設等での休日巡回健診や南和地域における

休日健診の実施、休日に健診を受診できる医療機関等の情報発信[5]
子宮頸がんの予防啓発及び公費による子宮頸がん予防ワクチン

接種等[987]

自殺対策の強化（自殺実態調査の実施、市町村担当者研修及び

精神医療従事者研修の開催、中高生を対象としたメール相談窓口

の運営等）[86]

健康長寿文化づくりの推進（健康長寿基礎調査の実施、モデル市町村における地域に根

ざした取組推進、健康づくり推進大会の開催等）[22]

第二期健康増進計画・歯科保健計画（H25～H34）の策定[9]

バランスのとれた食生活推進イベントの開催、市町村の食育推進計画策定支援等[3]

高校生や大学生への栄養・食生活改善の取組推進[2]

中高年10歳若がえりプログラムの推進[4]

後期高齢者医療広域連合との協働による健康づくりの推進（県と市町村の役割分担の検

討、高齢者の健康づくりに向けた取組の検討、地域巡回指導等）[16]

公共施設全面禁煙化の推進及び個別禁煙指導等[2]

３．県民スポーツの振興

健康・体力づくり、スポーツイベント、スポーツ施設の整備・運営を柱とした「（仮

称）奈良県スポーツ推進計画」の策定[8]

高校生以下のクラブチームによる紀伊半島三県対抗スポーツイベントの開催[2]

第22回世界少年野球大会、第10回日韓対抗中学・高校生ゴルフ選手権大会の開催[11]

奈良マラソン2012の開催[66]（再掲）

サイクルスポーツイベントの開催（山岳グランフォンドｉｎ吉野等の開催支援）[9]

自転車利用環境の充実[281]（再掲）、水辺の遊歩道整備[43]

Ｈ26年7月オープンに向けた新県営プールの整備推進[820]

（百万円）

奈良マラソン２０１１

運動習慣のある県民の割合
29.1 40

01020
304050

Ｈ19 Ｈ25
％

運動週間のある県民を40％以上に １４



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[医療医療医療医療のののの充実充実充実充実]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○よくなっている指標

・ハイリスク妊婦県外搬送率

20.3％［H18］ → 4.04.04.04.0％［％［％［％［H22H22H22H22］］］］・ハイリスク妊婦は平成18年では県外へ44件搬送されていましたが平成22年には9件に減少しました。
・人口あたり産婦人科医数(15～49歳女子人口10万人あたり)

27.8人(全国45位)［H18］ → 34.234.234.234.2人人人人((((全国全国全国全国42424242位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・処遇改善をはじめ各種の取組により産婦人科医数は増加しています。
・医師臨床研修マッチング率

58.8％(全国31位)［H18］ → 93.193.193.193.1％％％％((((全国全国全国全国2222位位位位))))［［［［H23H23H23H23］］］］・県と臨床研修病院との連携した取組によりマッチング率は大幅に上昇しています。
・病院における看護職員離職率

16.0％(全国45位)［H18］ → 10.910.910.910.9％％％％((((全国全国全国全国33333333位位位位))))［［［［H21H21H21H21］］］］・看護職員の定着促進の取組により離職者は大幅に少なくなりました。
○変化が見られない指標、低下している指標

・人口あたり医師数（人口10万人あたり人数）

201.0人(全国27位)［H18］ → 213.7人(全国27位)［H22］・全国順位に変動はありませんが、医師数は着実に増加しています。
・人口あたり看護師等数（人口10万人あたり人数）

875.6人(全国40位)［H18］ → 984.5人(全国40位)［H22］・全国順位に変動はありませんが、離職率の減少により看護師等の数は大幅に増加しています。
・隊員救急救命士比率

51.3％(全国35位)［H18］ → 55.6％(全国43位)［H22］・全国順位は下降していますが、救急救命士の有資格者は増加しています。
・覚知・病院搬送時間（順位は早い順）

33.0分(全国38位)［H18］ → 40.4分(全国43位)［H22］・覚知・病院搬送時間は7.4分延び、全国順位も下降していますが、救急搬送ルールの運用を開始（H23～）し、搬送時間の短縮に努めています。

救命救急センター救急患者受入状況（平成22年）76.3 83.2 93.996.182.3 99.492.960 65 70 75 80 85 90 95 100全国滋賀県京都府和歌山県兵庫県大阪府奈良県
受入率（％）　：傷病者が最終的に救命救急センターに搬送された事案における、照会数に対する受入数

救急車内における応急手当

37.739.7 40.2 38.3 42.553.243.147.450人口当たり医師数27位 人口当たり一般病院病床数33位病床当たり一般病院医師数13位人口当たり小児科医数 36位人口当たり産婦人科医数 42位人口当たり看護師等数 40位隊員救急救命士比率 43位覚知・病院搬送時間43位
主な指標の動き

奈良県立医科大学附属病院スタッフ
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施策の内容

目標に向けた状況

１．高度医療の確保・充実

（百万円）

４．地域医療連携体制の構築等

２．救急医療・周産期医療体制の構築

３．医師・看護師の確保

北和地域高度医療拠点病院としての新県立奈良病院移転整備（債務負担行為272）[804]

県立奈良・三室・五條病院の運営[2,473]

医療需要を踏まえた三室病院の新たな診療機能の検討[3]

県立医科大学の運営支援等(政策医療推進、(仮称)中央手術棟整備、医療機器整備等)[4,453]
県立医科大学教育部門移転に係る整備方針の検討[9]

救急患者の迅速な搬送及び受入先の確保、災害発生時の救急医療情報の提供を行う「奈良

県広域災害・救急医療情報システム」の運営等[105]

救急医療相談窓口「奈良県救急安心センター（#7119）」の運営[92]

小児救急電話相談（#8000）の運営及び休日夜間応急診療所への

支援等[28]、休日夜間産婦人科一次救急医療体制の確保[86]、

総合周産期母子医療センターの運営[20]

災害拠点病院及び二次救急医療機関の建物耐震化への助成[2,234]

公立病院等へ医師の適正配置を行う「地域医療総合支援センター」の運営等[75]

医師確保対策の推進(ドクターバンクの運営、臨床研修医確保のための魅力あるプログラ

ムの策定、短時間正規雇用等の医師の勤務環境改善に取り組む病院への支援等)[42]

特定診療科医師やへき地勤務医の確保に向けた奨学金の貸付[209]

女性医師の復職支援及びキャリア形成のためのフォーラム開催等[2]

看護師確保対策の推進（新人看護職員卒後研修の充実、認定看護師資格の取得などキャ

リアアップ支援、病院内保育所運営費の助成、メンタル相談窓口の設置等）[175]

看護教育の質向上に向けた看護教員研修の実施等[4]

公立病院等の幹部職員を対象とした病院経営講座の開設[3]

地域医療の目標を定める新たな「奈良県保健医療計画（H25～H29）」の策定[20]

南和広域医療組合による新南和公立病院体制整備への支援（救急病院建設基本・実施設

計、地域医療センター改修設計、一部事務組合への出資等）[651]

県内医療機関の連携体制充実に向けた医療機能データ（診療内容等）の収集・分析[78]

県民の関心が高い健康・医療に関する情報ポータルサイトの運営[19]

地域がん登録の推進及びがん診療の地域連携クリティカルパスの充実・普及等[56]

患者の立場に立った質の高いがん対策の推進（新たな「がん対策推進計画」策定、がん

相談窓口の開設、緩和ケアの充実等）[16]、がん診療連携拠点病院等への支援[73]

総合周産期母子医療センター

2.68 2 .70 2 .67 3 .00
012
3

H21 H22 H23 ･･･ H25
救急医療体制についての県民の満足度

急病時に診てもらえる医療機関がある（県民満足度アンケート調査 重要度1位、満足度23位 ※ 31項目中）
県民アンケート調査の満足度をH25には 3.0ポイントに上昇 2.43 2.51 2.54 2.80

012
3

H21 H22 H23 ･･･ H25
周産期医療体制についての県民の満足度県民アンケート調査の満足度を、H25には2.8ポイントに上昇安心して子どもを出産できる医療体制(県民満足度アンケート調査 重要度5位、満足度28位 ※31項目中） １６



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[福祉福祉福祉福祉のののの充実充実充実充実]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○よくなっている指標

・65歳以上被保険者に占める要介護（要支援）認定者数の割合（順位は低い順）
16.9％(全国21位)［H18］ → 17.1％((((全国全国全国全国12121212位位位位))))［［［［H23H23H23H23］］］］・要介護認定者数の割合は増加していますが、全国水準より低くなっています。

・障害者実雇用率(56人以上規模の事業所)

1.9％(全国8位)［H18］ → 2.12.12.12.1％％％％((((全国全国全国全国4444位位位位))))［［［［H23H23H23H23］］］］・障害者雇用の促進により、雇用率及び全国順位がともに改善しています。
・障害者グループホーム等定員（人口あたり）

19.9人(全国45位)［H19］ → 25.125.125.125.1人人人人((((全国全国全国全国44444444位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・グループホームの定員増に努めており、徐々に増加してきています。
・自宅での看取り率

16.5％((((全国全国全国全国1111位位位位))))［H18］ → 16.4％((((全国全国全国全国1111位位位位))))［［［［H22H22H22H22］・自宅での看取り率は、引き続き全国1位を維持しています。
○変化が見られない指標、低下している指標

・施設サービス費用額（受給者1人当たりの月額）（順位は少ない順）
276.6千円(全国8位)［H18］ → 288.5千円(全国7位)［H22］・介護報酬の改定等により増加していますが、全国水準より低くなっています。

・介護サービス費用額（受給者1人当たりの月額）（順位は少ない順）
166.3千円(全国7位)［H18］ → 181.4千円(全国11位)［H22］・介護サービス費用は増加していますが、全国水準より低くなっています。

平成23年度　県民アンケート
高齢者・障害者が安心してまちに出かけられる障害者福祉 高齢者福祉2.5

2.9
3.9 4.1 4.3 4.5重 要 度

満足度 平均平均

デイサービスでの口腔機能訓練の様子

主な指標の動き

37.168.150.556.2 54.0 70.452.656.9 501人当たり医療費 自宅での看取り率高齢化率障害者グループホーム等定員（人口当たり）障害者実雇用率介護老人福祉施設定員（65歳以上人口10万人対定員）介護サービス費用額(受給者１人当たり)要介護(要支援)認定者数の割合(対象人口当たり) 19位
23位

12位
44位
１位１7位11位 4位
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施策の内容

目標に向けた状況

１．障害者支援の充実

２．高齢者支援の充実

○社会参加の促進、くらしのサポートの充実

県内各地域における高齢者の居場所づくりの定着促進（先進的取組の紹介、現役世代

からの地域貢献活動意識の醸成）[122]

60歳以上の県内在住者を対象とした地域貢献活動実践者養成講座の開催[3]

高齢者や障害者等を雇用して地域の社会的課題等の解決にあたる企業の創設支援[13]

医療･介護･行政等の関係機関ﾈｯﾄﾜｰｸを活用し認知症患者とその家族等を地域で支援[2]

ﾓﾃﾞﾙ地区における医療・介護・福祉の連携ｼｽﾃﾑの構築[1]

家族等の介護負担の軽減を図るｻｰﾋﾞｽ環境の整備（ｼｮｰﾄｽﾃｲ利用支援、医療的ｹｱ対応

型ｻｰﾋﾞｽに係るﾆｰｽﾞ調査等）[1]

成年後見制度を活用した高齢者の権利擁護の推進[2]

高齢者やその家族の相談・支援体制の核となる地域包括

支援ｾﾝﾀｰの機能強化[3]

○介護サービス基盤の充実、福祉人材の確保

特別養護老人ﾎｰﾑの整備及び開設支援（債務負担行為395）[620]

地域密着型ｻｰﾋﾞｽ施設等の整備[965]

地域密着型ｻｰﾋﾞｽの普及・促進（小規模多機能型居宅介護支援事業所の普及等）[1]

介護ｻｰﾋﾞｽ利用希望者に向けたﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄによるｻｰﾋﾞｽ情報の提供等[27]

潜在看護師等を対象にした高齢者福祉施設への就職支援研修等の実施[2]

職場体験やﾏｯﾁﾝｸﾞ支援等による福祉人材の確保[25]

○生活の質の向上等

障害者相談支援体制の強化、ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄ体制の整備[25]

（仮称）奈良県障害者権利擁護ｾﾝﾀｰの設置等[3]

発達障害児に対する早期療育体制の構築[5]、障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等の整備[81]

発達障害支援ｾﾝﾀｰの運営、市町村ｻﾎﾟｰﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの設置等[28]

在宅支援医療ﾈｯﾄﾜｰｸの構築等による重症心身障害児（者）の医療ｹｱ充実[6]

高次脳機能障害支援ｾﾝﾀｰの運営、高次脳機能障害支援ﾈｯﾄﾜｰｸの構築[12]

県立障害福祉施設基本構想の策定[7]

○社会参加と就労の促進

新卒者就労支援（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置）及び企業との連携強化

（ﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾗﾑの開催等）[20]

専門支援員による発達障害者への就労支援[10]

障害者の農業就労を支援[1]

専門家ﾁｰﾑの派遣により授産施設等の特色ある商品開発を支援[5]

障害者ｽﾎﾟｰﾂ及び芸術活動の充実[23]

（百万円）

（各目標値は、市町村や関係団体との調整のもと設定）

障害者事業所での作業

障害者障害者障害者障害者ののののグループホームグループホームグループホームグループホーム・・・・ケアホームケアホームケアホームケアホームののののサービスサービスサービスサービス量量量量413338218 318 593
0100200300400500600700

H23H22H21H20H18
障害者障害者障害者障害者ののののグループホームグループホームグループホームグループホーム・・・・ケアホームケアホームケアホームケアホームののののサービスサービスサービスサービス量量量量413338218 318 593

0100200300400500600700
H23H22H21H20H18

居宅居宅居宅居宅でででで介護介護介護介護サービスサービスサービスサービスをををを受受受受けるけるけるける高齢者高齢者高齢者高齢者のののの割合割合割合割合78.2% 78.7% 79.5% 80.0%50%60%70%80%90%100%
H20 H21 H22 H26

（人分） 12,587 12,695 13,080 24,44411,520 10,292 11,265 25,000
05,00010,00015,00020,00025,00030,000

H20 H21 H22 H23(目標値)
円 全国 奈良障害福祉障害福祉障害福祉障害福祉・・・・平均月額工賃平均月額工賃平均月額工賃平均月額工賃
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くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[こどもこどもこどもこども・・・・女性支援女性支援女性支援女性支援のののの充実充実充実充実]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○よくなっている指標

・保育所数（0～5歳人口10万人あたり）

262.7箇所(全国42位)［H17］ → 284.6284.6284.6284.6箇所箇所箇所箇所((((全国全国全国全国39393939位位位位))))［［［［H20H20H20H20］］］］・保育所の新設・増設を促進した結果、箇所数及び全国順位はともに改善しました。
・女性の管理的職業従事者の割合

8.8％(全国36位)［H14］ → 11.311.311.311.3％％％％((((全国全国全国全国18181818位位位位))))［［［［H19H19H19H19］］］］・女性の登用が徐々に浸透しており、管理的職業従事者の割合は上昇しています。
・女性公務員（上級職）の採用状況

20.5％(全国15位)［H18］ → 25.025.025.025.0％％％％((((全国全国全国全国12121212位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・労働条件等の説明機会の充実により、割合及び全国順位はともに上昇しています。
○変化が見られない指標、低下している指標

・合計特殊出生率

1.22人(全国43位)［H18］ → 1.25人(全国43位)［H22］・全国順位に変化はありませんが、合計特殊出生率は若干改善しています。
・年少人口（15歳未満）比率

13.8％(全国27位)［H18］ → 13.1％(全国29位)［H22］・県内の少子化傾向は全国を上回るペースで進行しています。
・乳児家庭全戸訪問事業市町村実施率

41.0％(全国42位)［H19］ → 71.8％(全国44位)［H22］・実施市町村数は増加していますが、全国水準より低くなっています。
・審議会委員への女性の登用状況

30.9％(全国22位)［H18］ → 29.4％(全国43位)［H22］・H18以降では、他の都道府県に比べ女性の登用が進んでいない状況です。

今後あなたは働きたい（働き続けたい）ですか？（女性の就業等意識調査：平成21年調査）
働きたい78.0%働けない8.3%働きたくない・働く必要がない8.5% 不明・無回答5.2%

主な指標の動き

37.0 28.1 49.551.131.745.624.953.8 50合計特殊出生率 核家族世帯率保育所待機児童率放課後児童クラブ通所率乳児家庭全戸訪問事業市町村実施率養育支援訪問事業市町村実施率女性就業率女性の管理的職業従事者の割合 43位
47位18位 44位 23位35位

47位
34位 22,995 23,150 23,221 23,311 23,241 24,129154 171 206 115 198 172

050100150200250
22,00022,50023,00023,50024,00024,500

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 年度
人 人保育所定員保育所定員保育所定員保育所定員とととと待機児童数待機児童数待機児童数待機児童数のののの推移推移推移推移

４月定員 ４月待機児童数
324 394 531 570 682 605 639 728

26,569

33,408
34,472

37,323

40,639
42,664

44,211

55,154

10,00020,00030,00040,00050,00060,000
100200300400500600700800

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
（全国）件（県）件 奈奈奈奈 良良良良 県県県県 児児児児 童童童童 虐虐虐虐 待待待待 相相相相 談談談談 件件件件 数数数数 のののの 推推推推 移移移移全国相談件数(右目盛り)
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施策の内容

目標に向けた状況

１．子育て支援の充実

２．児童虐待対策の充実

初めての子育てを市町村、民間団体、大学等と連携して支援(メッセージカードの配布、

「子育て大学」の開催、関係機関ネットワーク会議の設置等)[5]

子育て情報ポータルサイト「子育てネットなら」の運営[1]

待機児童解消に向けた保育所緊急整備等[654]

延長保育、病児・病後児保育等の多様な保育サービスの充実[323]

障害児を含む要支援児に対する保育の推進[59]

保育所等運動場芝生化の促進[15]、放課後児童クラブ運営等支援[467]

ひとり親家庭の親子等への医療費助成[316]

生活保護世帯の中学生への生活面及び学習面の支援強化[3]

関係機関の児童虐待対応力の向上（市町村向けマニュアルの作成、医療関係者向け研

修の開催等）、通報及び未然防止についての啓発（テレビＣＭをはじめ多様な広告媒体

を活用した啓発、「オレンジリボンキャンペーン」の展開等）、体制強化に取り組む市

町村への支援等[100]

中央こども家庭相談センターの機能充実に向けた

施設整備等（債務負担行為416）[220]

（百万円）

３．女性の就労支援等の推進

子育て女性の就職支援強化（子育て女性就職相談窓口の運営、就職支援ｾﾐﾅｰの開催、

通訳・翻訳等の語学力を活かした就労のためのｾﾐﾅｰ開催等）[10]

県内事業所及び県・市町村の女性職員を対象としたキャリアアップ合同セミナー開催[3]

「（仮称）ワーク・ライフ・バランス推進会議」を設置し関係行政機関と事業所、経

済団体、労働組合等が連携して女性が働きやすい職場づくりを推進[1]

女性の「就業継続・再就職」や「仕事と家庭の両立」に

役立つハンドブックの作成[1]

母子家庭の母等の就業支援(就業相談及び就業活動への支援、

技能講習の実施等)[23]

60.152.54850525456
586062

H17 H27
[％] 女性女性女性女性のののの就業率就業率就業率就業率（（（（対象対象対象対象20202020～～～～64646464才才才才））））女性の就業率（H17国勢調査）が全国最低 全国平均(H17)

中央こども家庭相談センターイメージ

子育て女性就職相談窓口での相談
54 71

4550556065
7075

H22 H26
[箇所] 地域子育地域子育地域子育地域子育てててて支援拠点事業実施箇所数支援拠点事業実施箇所数支援拠点事業実施箇所数支援拠点事業実施箇所数

(各目標値は、市町村や関係団体との調整のもと設定 )

54 71
4550556065
7075

H22 H26
[箇所] 地域子育地域子育地域子育地域子育てててて支援拠点事業実施箇所数支援拠点事業実施箇所数支援拠点事業実施箇所数支援拠点事業実施箇所数

(各目標値は、市町村や関係団体との調整のもと設定 ) ２０



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[学学学学びのびのびのびの支援支援支援支援、、、、文化文化文化文化のののの振興振興振興振興]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○よくなっている指標

・50ｍ走（中学校）

男子 8.21秒(全国44位)［H20］ → 8.058.058.058.05秒秒秒秒((((全国全国全国全国26262626位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］

女子 8.98秒(全国37位)［H20］ → 8.918.918.918.91秒秒秒秒((((全国全国全国全国26262626位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・中学校男女のタイムは改善し、全国順位も上昇しています。
・国語が好きな小学生 58.7％(全国27位)［H19］→ 63.363.363.363.3％％％％ ((((全国全国全国全国17171717位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・国語が好きな割合は増加し、全国順位も上昇しています。
・平日に学校以外で２時間以上勉強している（中学校）

54.4％((((全国全国全国全国1111位位位位))))［H19］ → 53.4％((((全国全国全国全国1111位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］

○変化が見られない指標、低下している指標

・学校の規則を守る（中学生）

80.1％(全国46位)［H19］ → 84.7％(全国46位)［H22］・全国順位の改善はありませんが、本県の課題である生活習慣、規範意識を表す指標は徐々に改善しています。
・シャトルラン（小学校）

男子 48.1回(全国30位)［H20］ → 47.2回(全国42位)［H22］

女子 36.0回(全国34位)［H20］ → 33.9回(全国45位)［H22］・体力向上に努めていますがシャトルランの回数は全国に比べ低い水準にあります。
・音楽会などによるクラシック音楽鑑賞（1年間に行動した人（10歳以上)の割合）

10.7％(全国6位)［H13］ → 10.1％(全国6位)［H18］

・演芸・演劇・舞踏鑑賞（1年間に行動した人（10歳以上)の割合）
18.8％(全国3位)［H13］ → 15.7％(全国5位)［H18］・文化・芸術にかかわる県民の割合は引き続き全国に比べて、高い水準にあります。

子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの学力等学力等学力等学力等 101929193 102 103 1001018090100110小学生の学力（国語 １３位） 小学生の学力（算数 １５位）中学生の学力（国語 ２７位）中学生の学力（数学 １２位）国語が好きな小学生（１７位）算数が好きな小学生（４５位）国語が好きな中学生（４４位）数学が好きな中学生（４６位） ※全国平均１００
Ｈ２２「全国学力・学習状況調査」

子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの社会性及社会性及社会性及社会性及びびびび規範意識規範意識規範意識規範意識8191 91 96 94 979899708090100いじめはどんな理由でもいけない(小)４３位 いじめはどんな理由でもいけない(中)４５位学校のきまりを守る(小) ４５位学校の規則を守る(中) ４６位新聞やテレビのニュースなどに関心がある(小) ３６位新聞やテレビのニュースなどに関心がある(中) ４６位地域の行事に参加している(小)３８位地域の行事に参加している(中)４３位 ※全国平均１００
Ｈ２２「全国学力・学習状況調査」子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの体力体力体力体力、、、、生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣

778698 99 86 93869260708090100シャトルラン小学生男子(４２位) シャトルラン小学生女子(４５位)シャトルラン中学生男子(４３位)シャトルラン中学生女子(４６位)朝食摂取率(小)４５位朝食摂取率(中)４４位睡眠時間は７時間未満(小) １位睡眠時間は７時間未満(中) ２位 ※全国平均１００
Ｈ２２「全国学力・学習状況調査」　Ｈ２２「全国体力・運動能力等調査」

子どもの体力向上啓発イベント

主な指標の動き

暴力行為暴力行為暴力行為暴力行為のののの発生件数発生件数発生件数発生件数（（（（HHHH２２２２２２２２））））
0246
8 奈良県（H22）全国平均（H22）奈良県（H25目標）    （小中高校生1,000人あたり）

全国    奈良県（目標値）H２２児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査奈良県
(件) 74.5 60.9 63.1 61.5 60.4 63.7 69.5 63.6 学習・研究の種類別行動者率(文化芸術)２位 音楽会などによるクラシック音楽鑑賞６位音楽会などによるポピュラー音楽・歌謡曲鑑賞５位楽器の演奏７位美術鑑賞６位演芸・演劇・舞踊鑑賞５位ピアノ普及率１位文化施設入場料（１世帯あたり年間）６位 50県民の文化・芸術活動
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施策の内容

目標に向けた状況

（１）家庭・地域・学校の協働による教育の充実

（２）ライフステージに応じた学びの支援

○家庭における子どもの生活習慣づくり

家庭内でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを豊かにする｢おやこで花ﾏﾙ！ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣推進[1]

「おはよう・おやすみ・おてつだい」約束運動の展開[2]

夏休み期間中のﾉｰﾃﾚﾋﾞ･ﾉｰｹﾞｰﾑﾃﾞｰの取組推進[1]

○地域の教育力の充実

地域教育力ｻﾐｯﾄの開催[2]、親子で参加する「わくわく学び

ﾌｪｽﾀ」、ｽﾎﾟｰﾂに親しむ「ﾁｬﾚﾝｼﾞ運動ﾌｪｽﾀ」、命の尊さを学ぶ

「ふれあいﾌｪｽﾀ」の開催[4]

うだ・ｱﾆﾏﾙﾊﾟｰｸでの「いのちの教育」の展開[11]

通学合宿の実施、地域の教育力実践事例集の作成・配布等[4]

○学校における学習意欲、体力、規範意識の向上、暴力行為の減少等

国際社会で通用する高校生の外国語能力育成[3]

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材の育成に向けた高校生の海外留学促進[2]

「夏休み大和っ子ｽﾎﾟｰﾂｳｨｰｸ」の開催等[3]

不登校児童生徒の保護者のﾈｯﾄﾜｰｸ構築等による支援[1]

○学校教育環境の充実

教職員の配置（小・中学校 7,567人、高校 2,079人、特別支援学校 1,053人)

特別支援学校における職業教育の充実、児童・生徒数の現状を踏まえた通学区域の見

直し等（債務負担行為76）[24]、私立学校・幼稚園の教育経常費の助成[6,250]

県立大学の機能充実に向けた検討[2]

（百万円）

ﾆｰﾄ・ひきこもり等への支援（子ども・若者支援地域協議会の設立促進、臨床心理士

による訪問支援、NPO等による自立支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施等）[4]

青少年ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成と地域ｲﾍﾞﾝﾄへの派遣等[1]

１．学びの支援

○上質な文化芸術に接する機会の創出

｢ﾑｼﾞｰｸﾌｪｽﾄなら2012｣の開催[50]、県立美術館特別展

開催（｢(仮称)光と影のﾌｧﾝﾀｼﾞｰ藤城清治影絵展｣、

｢(仮称)古希記念 絹谷幸二～豊穣なるｲﾒｰｼﾞ世界｣)等[48]

文化芸術ｿﾞｰﾝとしての文化会館及び美術館周辺の一体的活用の検討[10]

○文化芸術活動の支援・育成

県立ｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄﾗの活動[3]、未来のﾄｯﾌﾟｱｰﾃｨｽﾄ（演奏家）を目指す人材の育成[3]

多様な文化芸術活動への支援[10]

２．文化の振興

奈良県地域教育力サミット

ジュニアオーケストラ

上記の項目について平成２５年度までに全国平均レベルに達することを目指します。405060708090
100

勉強が好き きまりを守る 新聞等ニュースへの関心
学習意欲学習意欲学習意欲学習意欲・・・・規範意識規範意識規範意識規範意識・・・・社会的関心社会的関心社会的関心社会的関心奈良県H22全国平均奈良県H25(%)

203040506070
8090

小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子
(回)２０２０２０２０ｍｍｍｍシャトルランシャトルランシャトルランシャトルラン((((往復持久走往復持久走往復持久走往復持久走））））奈良県H22全国平均奈良県H25 180 171 163 176 180 200

150160170180190200210
Ｈ19 Ｈ20 H21 H22 H23 ・・・ H26

芸術祭参加催し数（件）
２２



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心のののの確保確保確保確保]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○よくなっている指標

・自主防災組織率

27.1％(全国42位)［H17］ → 77.577.577.577.5％％％％((((全国全国全国全国20202020位位位位))))［［［［H23H23H23H23］］］］・住民の防災意識の高まり等から、自主防災組織率は大幅に上昇しています。
・刑法犯認知件数（順位は少ない順）

21,365件(全国23位)［H17］ → 14,44414,44414,44414,444件件件件((((全国全国全国全国22222222位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・街頭活動や自主防犯活動等により、刑法犯認知件数は大幅に減少しています。
・交通事故死者数（順位は少ない順）

65人(全国7位)［H17］ → 45454545人人人人((((全国全国全国全国4444位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・交通安全教育や交通指導取締り等により、交通事故死者数は大幅に減少しています。
○変化が見られない指標、低下している指標

・10万人あたり交通事故発生件数（順位は少ない順）
637.6件(全国13位)［H18］ → 465.4件(全国13位)［H22］・全国順位に変化はありませんが、地域の見守り活動、道路事情の改善等の効果により交通事故発生件数は大幅に減少しています。

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度　　　　県民県民県民県民アンケートアンケートアンケートアンケート治安の維持災害対策商品の安全性自主防災2.02.53.03.5
4.00 4.50 5.00
平均 平均重要度

満足度
公立学校及び県有建築物の耐震化率             　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年４月１日現在）78.9%62.9%35.3% 83.7% 62.5% 89.4%60.5%73.4%020406080100

小中学校（31位） 高校（42位）特別支援学校（28位）文化施設社会福祉施設等病院施設等事務庁舎警察施設
※（　）内は全国順位

白バイによるパトロール

主な指標の動き

高齢者が他の年齢層に比べて高い
S40 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H23

約30Pの開き35,00030,00025,00020,00015,00010,0005,000 検挙件数検挙率認知件数 H14

２３



施策の内容

目標に向けた状況

１．災害に強い地域づくり

３．犯罪及び交通事故抑止対策の推進

○犯罪抑止対策

警察官の増員7人（警察官定数2,423人）

精強な第一線警察の構築に向けた資機材の充実[3]

こどもの安全を守る知識や実践力を高める講習会開催[3]

○交通事故抑止対策

夜間横断歩行者の交通事故防止対策推進(人感ｾﾝｻｰ照明付き横断歩道標識整備等)[49]

交通安全施設の整備(信号機の新設・改良、標識の整備等)[734]

地震、水害、土砂災害等の本県で想定しうる災害に備えた地域防災計画の見直し[15](再掲)

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰﾃﾚﾋﾞ伝送ｼｽﾃﾑの整備等（消防防災ﾍﾘ、県警ﾍﾘ）[25](再掲)

地域住民・企業への啓発やﾘｰﾀﾞｰ養成等による地域防災力の向上[2]

災害時における要援護者対策の強化（一人も見逃さない体制づくり、先進ﾓﾃﾞﾙ事例の普

及等）[18]、自主防災組織による避難・誘導訓練、避難所生活訓練等への支援[1](再掲)

（地震）

地震防災対策ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの推進[2]

県立学校への非常用発電機等整備、県水道局の応急給水支援態勢の強化[8](一部再掲)

県有建築物の耐震化[206]、県立学校の耐震化（債務負担行為510）[372]

県営水道施設の耐震化[190]、鉄道駅の耐震化支援[1]、既存木造住宅等の耐震診断・耐震

改修への支援[13]、ため池耐震点検ﾓﾃﾞﾙ調査の実施[20]

（水害・土砂災害等）

治水対策（河川、砂防、ﾀﾞﾑ）の推進（債務負担行為1,870）[6,417]、複合的な利用が可

能な遊水地整備の検討[20]、大規模土砂災害に対応した監視・警戒・避難システムの構

築、深層崩壊ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明と対策の研究[83]（再掲）

「ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾍﾞﾝﾄ（国際防災学会）2014」の開催準備[6]

消防力強化への支援[34]

（百万円）

２．食と生活の安全・安心の確保、感染症対策

県産農林水産物を対象とした放射性物質のｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ検査の実施等[1]

環境放射能測定調査備品の整備[21]

消費生活相談機能の強化、消費者被害防止啓発の実施[68]

新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ対策の強化（専門家会議開催、ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ実施、抗ｳｲﾙｽ薬の保管管理）[4]

自主防災組織率自主防災組織率自主防災組織率自主防災組織率 93.073.664.856.138.727.1 77.571.7 74.473.571.769.966.964.5 75.60102030405060708090100
H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 ・・・ H27 奈良県全国

県警ヘリによる救助訓練
児童下校時パトロール

（％）限りなくゼロに近づける（人） 2 3 2 601 02 03 04 05 0 Ｈ ２ １ Ｈ ２ ２ Ｈ ２ ５
浸水 常襲地域浸水 常襲地域浸水 常襲地域浸水 常襲地域 におけ るにおけ るにおけ るにおけ る減 災対 策実施地域数減災対 策実施地域数減災対 策実施地域数減災対 策実施地域数 （（（（累 計累 計累計累計 ）））） 浸 水 常 襲 地 域 (9 6地域 ）に お い て 緊 急 対 策を推 進 し 、Ｈ ２ ５年 度 まで に 概 ね 半 分 の 地 域で 対 策 を完 了（地域）

２４



36.5 56.1 7.350.648.1 57.947.637.6 一般廃棄物のリサイクル率４３位 家庭ごみ1日１人当たり排出量１２位産業廃棄物の不法投棄量４７位一人当たり電灯使用量２０位人口千人当たり太陽光発電システム導入件数 ２６位汚水処理人口普及率１８位景観計画策定市町村数２３位市街地幹線沿道の無電柱化率４５位
くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[景観景観景観景観・・・・環境環境環境環境のののの保全保全保全保全、、、、くらしやすいまちづくりくらしやすいまちづくりくらしやすいまちづくりくらしやすいまちづくり]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○よくなっている指標

・大和川平均BOD値（ｍｇ／ｌ）

4.7ｍｇ(ワースト1位)［H18］ → 2.82.82.82.8ｍｇｍｇｍｇｍｇ((((ワーストワーストワーストワースト4444位位位位))))［［［［H22H22H22H22］］］］・汚濁負荷削減対策や発生源対策等を進めたことによりワースト1位からワースト4位に改善しています。
・家庭ごみ1日1人あたり排出量（ｇ／人・日）（順位は少ない順）

680ｇ(全国19位)［H18］ → 615615615615ｇｇｇｇ((((全国全国全国全国12121212位位位位))))［［［［H21H21H21H21］］］］・分別収集の普及やごみ処理の有料化等により1日1人あたりの排出量は約10％減少し、全国水準より少なくなっています。
・景観計画策定市町村数

1件(全国31位)［H20］ → 5555件件件件((((全国全国全国全国23232323位位位位))))［［［［H23H23H23H23］］］］・H23に明日香村、生駒市、斑鳩町が新たに計画を策定し、既に策定している橿原市、奈良市とあわせて5件となりました。
○変化が見られない指標、低下している指標

・太陽光発電システム人口千人当たり設置数

5,216箇所(全国23位)［H19］ → 9,547箇所(全国26位)［H22］・全国順位は低下しましたが、設置数は着実に増加しています。
・１人あたり電灯使用量（ｋWｈ）（順位は少ない順）

2,254ｋWｈ(全国28位)［H18］ → 2,443ｋWｈ(全国28位)［H22］・電灯使用量は、全国水準より若干高い状況です。
・汚水処理人口普及率

80.6％(全国18位)［H18］ → 84.7％(全国18位)［H22］・全国順位に変化はありませんが、普及率は全国に比べ高い水準にあります。
・一般廃棄物のリサイクル率

16.3％(全国38位)［H18］ → 14.1％(全国43位)［H21］・一般廃棄物リサイクル施設の廃止等によりリサイクル率が低下しました。
・都市計画区域内人口１人当たり都市公園面積

11.05㎡(全国20位)［H18］ → 11.88㎡(全国25位)［H23］・都市公園面積は若干増加していますが、全国順位は低下しました。

佐保川周辺における花の植栽

主な指標の動き

景観・環境に係る指標
3.12.83.12.63.12.72.6 3.6 H23県民アンケート調査（満点：5）

親しみやすい水辺がある 生活道路が整備
   されている公園や緑地が整備されている公共的な交通機関が利用しやすい文化遺産が大事にされている自分が住んでいる地域に活気がある高齢者等が安心してまちに出かけられる地域の景観や町並みが美しいまちづくりに係る指標の満足度

48.1
37.6

２５



施策の内容

目標に向けた状況

１．美しく風格のあるまちなみ景観の保全・創造

２．きれいでくらしやすい生活環境の創造

３．地域性を活かした住み良いまちづくりの推進

４．人権を尊重した社会づくり

「景観サポーター」を募集し、県民との協働による景観づくりを推進[1]

景観に配慮した屋外広告物への転換を促進する助成制度の創設[50]

魅力ある町並み景観の創造（駅・ﾊﾞｽ停周辺や公共施設の敷地等での花壇整備、沿道花

いっぱい空間の創出、地元自治会との連携による彩りのある河川空間の創出、ﾀﾞﾘｱ等の

植栽による花いっぱいﾓﾃﾞﾙﾛｰﾄﾞの整備、大宮通り（奈良市）沿道の景観づくり等）[66]

植栽による彩りづくりに向けた植生状況調査及び植栽計画の策定等[10]（一部再掲）

花と緑のまちづくり推進拠点(馬見丘陵公園)機能の充実[49]

崇神陵及び景行陵東側地区における眺望スポットの整備[53]

奈良の魅力的な景観資産の募集・ＰＲ及び案内板の設置等[3]

（清流の保全・復活）

大和川の水質改善（菰川・菩提川の導水による浄化等）[18]

合併処理浄化槽の設置促進、吉野川生活排水対策の強化[68]

（省エネ社会の実現）

家庭用太陽光発電設備普及拡大に向けた助成制度の創設[100]（再掲）

奈良にふさわしい節電スタイルの検討・普及[2]（再掲）

県庁舎照明のＬＥＤ化[308]（再掲）

（循環型社会の構築）

産業廃棄物の排出抑制・再生利用・適正処理の推進[210]

新県立奈良病院移転整備に伴う跡地周辺地域のまちづくり方策の検討[14]（再掲）

新県立奈良病院アクセス道路の整備(債務負担行為200)[199]

県立医科大学教育部門の移転及び周辺まちづくりの検討[9]（再掲）

京奈和自動車道(仮称)奈良ICと奈良市中心部を結ぶｱｸｾｽ道路及び周辺地域の整備方策の検

討[90]、地域の特徴を生かした市町村一まちづくりの推進[39]

河川空間や周辺施設を活用した高齢者等がくらしやすいまちづくりの推進[9](一部再掲)

まちづくり団体による町家等のまちなみ資産を活用した芸術展示等の取組を支援[15]

水辺の遊歩道の整備[43]（再掲）、鉄道駅のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化の促進[10]

駅を中心としたまちづくりへの支援（乗合型ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰの実証運行等）[5]

日常的な態度・行動に結びつくような人権教育の充実[55]

多様な媒体・手法による人権啓発の推進[33]

（百万円）

橿原市今井町
良好な河川空間（佐保川）

大和川の水質は、Ｈ１９ 全国ワースト１Ｈ２０ ２位Ｈ２１ ３位Ｈ２２ ４位 49 50 80 8322 22 22 225 15 40
04080

120
H21年度末 H22年度末 H23年度末 H24年度末

景観づくりの協定締結地区等景観住民協定数建築協定数地区計画数
（H24.1.31現在） （目標値）２６



３３３３つのつのつのつの柱柱柱柱をををを支支支支えるえるえるえる取組取組取組取組 [[[[効率的効率的効率的効率的・・・・効果的効果的効果的効果的なななな基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備]]]]

１．紀伊半島大水害からの復旧・復興

○道路・河川等の災害復旧事業、土砂災害や地すべり災害対策、土砂ﾀﾞﾑ対策など、被災

地域の迅速な立ち直り・回復を強力に推進します。（国道168号･169号、熊野川等）
○地域の再生・再興に向け、紀伊半島ｱﾝｶｰﾙｰﾄなど災害に強いｲﾝﾌﾗ整備や新しい集落づく

りのための検討を推進します。（地域高規格道路「五條新宮道路」辻堂バイパス及び川津道路の整備、十津川道路や長殿道路など直轄権限代行による整備促進等）
○今後の安全・安心への備えとして、大規模土砂災害に対応した監視・警戒・避難ｼｽﾃﾑ

の構築や、深層崩壊ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明・対策の研究等を重点的に推進します。

２．「選択と集中」による社会資本の整備・管理

○限られた財源を真に必要性・優先性が高い事業に振り向けるため、効果や緊急性を踏

まえ、以下の観点から「選択と集中」を徹底します。

・「奈良の今後５カ年（H21～H25）の道づくり重点戦略」に基づく幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸの形

成（国道165号脇本道路などの供用目標宣言路線、国道309号丹生バイパスなどの重点整備宣言箇所等の整備促進）
・公園関係ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等の推進（奈良公園及び平城宮跡周辺地域、新県営プールの整備等）
・県民生活の安全・安心の確保（土砂災害対策、道路防災対策、浸水常襲地域対策等）
・地域性を活かしたまちづくり・景観の向上、周遊観光の推進（川辺のまちづくり、市町村一まちづくり、無電柱化等）
３．「奈良県交通基本戦略」による移動環境の改善

○日常生活における安全・安心な移動手段の確保、来訪者をもてなす質の高い交通環境

の充実をはじめ、多様なﾆｰｽﾞに対応する移動環境の改善に向けて取組を進めます。

・誰もが安心して暮らせるﾓﾋﾞﾘﾃｨの確保の推進（公共交通のネットワークの充実・改善、市町村のコミュニティバス等への支援、バス停整備への支援等）
・奈良の魅力を高める交通環境の充実（観光交通対策、歩行環境及び案内サインの整備等）
・関係機関（県･国･市町村･事業者）の連携強化

[[[[協働協働協働協働のののの推進及推進及推進及推進及びびびび市町村市町村市町村市町村のののの支援支援支援支援]]]] （百万円）

１．協働の推進

○地域貢献活動への参画促進

地元自治会やボランティア団体等が取り組む道路・河川清掃、植栽活動等への支援

（みんなで･守ロード、地域が育む川づくり、花いっぱい運動の推進等）[62]（一部再掲）

○地域課題の解決に取り組む団体の支援

「（仮称）協働推進センター（郡山総合庁舎内）」の運営[2]

奈良県協働推進基金を活用しNPO等の活動を支援[9]

「新しい公共」の担い手となるNPO等の育成・支援[34]

ボランティア団体、NPO法人、自治会等が取り組む地域貢献活動への支援[11](一部再掲)

○協働を推進するための体制整備及び個別プロジェクトの推進

早稲田大学との連携による地域課題への対応[8]

「新しい公共」の担い手となるＮＰＯ等との協働モデル事業の推進[30] ２７



○市町村との役割分担を踏まえた連携（奈良モデル）の推進

奈良県の実情に即した県と市町村の新たな役割分担実現に向けた検討[22]

市町村が新たに取り組む広域連携への支援[100]、市町村税の共同徴収の検討[1]

県と市町村との連携による水道広域化に向けた検討[7]

市町村国民健康保険の広域化・一元化に向けた検討[4]

後期高齢者医療広域連合との協働による健康づくりの取組を推進（県と市町村の役割

分担の検討、高齢者の健康づくりに向けた取組の検討、地域巡回指導等）[16]（再掲）

市町村の文化観光戦略等の推進に資する史跡等の積極的な整備・活用を支援[51](再掲)

○市町村の行政経営向上への取組支援

市町村等が独自に取り組む創意工夫あふれる取組への支援[80]

市町村が実施する広域振興や過疎・辺地等の振興に要する経費の貸付[500]

コミュニティバス等の地域交通の確保に取り組む協議会への支援[23]

○市町村の現状分析や情報提供を通じた支援

市町村との連携を密にする地域支援員の配置、奈良県・市町村長サミットの開催、

人材養成支援、県内市町村への行財政情報の提供等[6]

２．市町村の支援

[[[[組織力組織力組織力組織力のののの向上向上向上向上とととと財政財政財政財政のののの健全化健全化健全化健全化]]]]

○歳入・歳出両面からの抜本的な取組の推進

・県税の徴収強化（地方税滞納整理対策本部及び奈良・高田県税事務所へ地方税滞納整理課設置、自動車関係手続きのワンストップ化、公売の推進等）
・税外収入の確保（自動販売機の設置について一般競争入札導入、使用料・手数料の見直し）
・県立病院診察料、県営住宅家賃、貸付金等にかかる未収金対策の強化

・財源措置のある有利な県債の活用

・職員人件費の抑制（職員定数の削減△14人（一般行政部門、水道部門））
・事業見直しの徹底（廃止・休止 55事業、その他の見直し165事業、目標達成年度設定 19事業）
・公社・事業団見直し（(財)なら・シルクロード博記念国際交流財団の解散等）

○県有資産の有効活用

県有施設の中部地域再配置構想の推進

旧耳成高校運動場へ民間大規模集客施設誘致

低･未利用県有地の売却：613百万円（高畑独身寮・職員住宅、郡山土木事務所等）

２．財政の健全化

分析力、構想力、実現力を遺憾なく発揮し、施策を着実に推進するため、以下の3つ

の視点から組織力を向上

○対話による県民との目標・戦略の共有

県民との協議・調整を適切に実施

○経営資源の効率的・効果的活用

人材 「定員適正化計画」の推進、人事評価制度の充実

財政 歳入・歳出両面からの抜本的な取組の推進

資産 「県有資産の有効活用に関する基本方針」に基づく資産活用

情報 データ・情報の適切な分析、発信の意図を明確にした情報発信

○地域の活動主体との連携･協働

地域の各活動主体間の協働・連携を積極的に推進

ＰＦＩ手法による施設整備及び協定締結等による民間企業等との連携推進

１．組織力の向上

２８



中南和中南和中南和中南和・・・・東部地域東部地域東部地域東部地域のののの振興振興振興振興

施策ニーズ（課題）の認識

【県全体と南部振興計画対象地域との比較】

○人 口

［県 全 域］ 1,421,310人［H17］ → 1,400,728人［H22］(△1.4％)

［中南和・東部］ 182,709人［H17］ → 167,980人［H22］(△8.1％)

○高齢化率(65歳以上人口の比率)

［県 全 域］ 20.0％［H17］ → 24.0％［H22］(＋4.0 ﾎﾟｲﾝﾄ)

［中南和・東部］ 28.1％［H17］ → 31.8％［H22］(＋3.7 ﾎﾟｲﾝﾄ)

○病床数

［県 全 域］ 16,759床［H18］ → 16,475床［H21］(△1.7％)

［中南和・東部］ 2,534床［H18］ → 2,429床［H21］(△4.1％)

○医師数

［県 全 域］ 2,950人［H18］ → 3,018人［H21］(＋2.3％)

［中南和・東部］ 281人［H18］ → 275人［H21］(△2.1％)

○看護師数

［県 全 域］ 11,690人［H18］ → 12,177人［H21］(＋4.2％)

［中南和・東部］ 1,436人［H18］ → 1,405人［H21］(△2.2％)

○高齢者施設数

［県 全 域］ 956施設［H18］ → 1,194施設［H23］(＋24.9％)

［中南和・東部］ 239施設［H18］ → 277施設［H23］(＋15.9％)

○事業所数

［県 全 域］50,631事業所［H18］ → 54,787事業所［H21］(＋8.2％)

［中南和・東部］10,128事業所［H18］ → 10,076事業所［H21］(△0.5％)・他の地域に比べ、中南和・東部地域は人口減少、高齢化が進展しており、その他の指標においても格差が生じています。このため、雇用の場の確保や医療・福祉の充実、道路整備の推進、観光・交流の促進等が喫緊の課題となっています。

主な指標の動き

平成23年度　県民アンケート（地域別満足度）
012345地域の活気・魅力 急病時の医療体制安心して出産できる医療体制適切な介護サービス公共的交通機関買いたいものの県内販売自分の生活にあった就業

東部 南東部 南西部
交流人口（観光入込客数の推移）

0500100015002000250030003500400045005000
H17 H18 H19 H20 H21 H22

（万人） 全県 中南和・東部地域（内数）
注）平成22年4月より調査対象、推計方法を変更したため、前回調査までのデータと単純比較できない。 南部振興課調べ
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施策の内容

１．南部振興計画の推進

４．地域資源を活用した観光・交流・定住の促進

３．安全・安心で快適な生活環境の整備

○南和地域の医療提供体制の充実

南和広域医療組合による新南和公立病院体制整備への支援（救急病院建設基本・実施

設計、地域医療ｾﾝﾀｰ改修設計、一部事務組合への出資等）[651]（再掲）

へき地勤務医の確保（医師確保修学資金貸付等）[347]（一部再掲）

○生活対策の推進

携帯電話不感地域の解消[8]、地デジ放送難視地域の解消[11]（再掲）

暮らしを支えるﾊﾞｽ交通の確保[175]

コミュニティバス等の地域交通の確保に取り組む協議会

への支援[23]（再掲）

過疎地域の移動手段の確保（五條～十津川通院ﾊﾞｽの運行）[3]

宇陀市室生大野・室生三本松地区への県営水道給水に向けた

拡張工事の実施[458]

○道路整備の推進

供用目標宣言路線、重点整備宣言箇所の整備促進

「なら安心みちﾈｯﾄﾌﾟﾗﾝ」に基づく安全な通行の確保

「うだ・ｱﾆﾏﾙﾊﾟｰｸ」の魅力の向上（ｼﾝﾎﾞﾙｲﾍﾞﾝﾄ開催、集客施設の充実等）（債務負担行

為205）[129]

魅力的な観光情報や宿泊施設を掲載した冊子の作成・配布[15]

史跡・名勝飛鳥京跡苑池の復原整備に向けた発掘調査等[65]

「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録に向けた取組の推進[11]

三重・和歌山との連携による「吉野・高野・熊野の国」共同事業の推進[5]

中南和・東部地域の自動車周遊観光の促進[32]

高校生の部活動合宿や勉強合宿の誘致[9]（再掲）

第34回全国豊かな海づくり大会（H26）の開催準備[6]

南部振興計画推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの具体化検討、市町村等が実施する推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの支援[50]

紀伊半島大水害被災地の復興を支援する「ふるさと復興協力隊」の設置[70]（再掲）

一町一村一まちづくり構想の推進[5]

（百万円）

京奈和自動車道御所ＩＣ周辺産業用地調査の実施[52]（再掲）

農林業の振興に向けた諸施策の推進（取組内容は、

「農林業の振興」に記載）

２．地域産業の振興と安定した就労の場の確保

目標に向けた状況

集約的な木材生産

移動手段の確保（通院バス）

注）平成22年4月より調査対象、推計方法を変更したため、前回調査までのデータと単純比較できない。02004006008001,0001,2001,4001,6001,800
H17 H18 H19 H20 H21 H22 ・・・ H24

（（（（万人万人万人万人）））） 中南和東部交流人口中南和東部交流人口中南和東部交流人口中南和東部交流人口 目標目標目標目標1111,,,,400400400400万人万人万人万人
22.22.42.62.8

県全体 東部 南東部 南西部※グラフの値は５段階評価による各地域の平均値
自分自分自分自分のののの住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域のののの活気活気活気活気やややや魅力魅力魅力魅力にににに対対対対するするするする満足度満足度満足度満足度 地域の活気や魅力に対する満足度を高めるため、23年度に南部振興組織を創設し中南和・東部の振興を一層推進。
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